
 

や
は
り
、
物
語
の
授
業
が
好
き
だ
。 

 

昨
年
十
二
月
、
担
任
九
年
目
の
学
級
、

当
時
四
年
生
の
男
子
か
ら
手
紙
が
届
い

た
。
以
下
、
一
部
を
紹
介
す
る
。 

現
在
、
私
は
東
京
都
日
野
市
の
民
間

保
育
園
に
勤
め
て
い
ま
す
。
毎
年
お
遊

戯
会
で
五
歳
児
の
劇
を
担
当
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
劇

が
行
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
劇

か
ら
朗
読
に
変
更
に
な
り
、
題
材
を
何

に
し
よ
う
か
と
考
え
た
と
き
、
ぱ
っ
と

頭
に
浮
か
ん
だ
の
が
、
先
生
か
ら
教
え

て
い
た
だ
い
た
「
半
日
村
」
で
し
た
。 

 

五
歳
児
に
内
容
が
伝
わ
る
か
と
も
思

い
ま
し
た
が
、
読
み
聞
か
せ
を
す
る
と

「
お
も
し
ろ
い
」「
本
当
に
あ
っ
た
話
な

の
」
等
の
声
が
上
が
り
、
夢
中
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。 

 

五
歳
児
二
十
二
人
を
そ
れ
ぞ
れ
読
む

パ
ー
ト
に
分
け
て
練
習
し
、
読
む
練
習

だ
け
で
は
な
く
、
半
日
村
に
出
て
く
る

「
も
っ
こ
」
を
作
り
、
子
供
た
ち
に
体

験
さ
せ
た
り
、
私
も
村
人
の
よ
う
な
格

好
を
し
た
り
す
る
と
、
子
供
た
ち
も
よ

り
半
日
村
を
気
に
入
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

村
人
に
な
っ
た
と
き
は
、
授
業
の
と
き

に
「
一
平
」
の
格
好
に
な
っ
た
こ
と
を

懐
か
し
く
思
い
ま
し
た
。 

 

お
遊
戯
会
本
番
で
も
、
子
供
た
ち
は

上
手
に
読
み
、
保
護
者
か
ら
も
よ
い
感

想
を
多
く
い
た
だ
き
、
大
成
功
で
し
た
。 

 

今
回
の
こ
の
成
功
は
、
先
生
が
半
日 

村
に
出
会
わ
せ
て
く
れ
た
お
か
げ
と
思

い
、
感
謝
の
気
持
ち
を
お
伝
え
し
た
く

手
紙
に
し
ま
し
た
。 

こ
の
手
紙
で
、
物
語
の
授
業
が
好
き

な
こ
と
を
再
確
認
し
た
。
物
語
は
も
ち

ろ
ん
好
き
だ
が
、私
が
好
き
な
の
は「
物

語
の
授
業
」
だ
。
授
業
を
通
し
て
子
供

た
ち
と
物
語
の
世
界
を
味
わ
う
こ
と
は
、

と
て
も
楽
し
い
こ
と
だ
か
ら
だ
。 

今
年
度
、
国
語
部
の
目
標
を
「
国
語

科
の
授
業
が
好
き
な
岡
崎
の
子
供
を
育

て
る
」
と
示
し
た
。
そ
の
た
め
、
国
語

科
の
本
質
に
迫
り
な
が
ら
、
楽
し
さ
を

感
じ
る
授
業
に
す
る
こ
と
、
個
別
に
学

ぶ
場
面
を
整
理
し
、
支
え
る
こ
と
、
話

し
合
う
こ
と
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
、

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
伝
え
た
。 

物
語
の
世
界
に
浸
り
、
説
明
文
か
ら

新
た
な
情
報
や
述
べ
方
の
巧
み
さ
を
知 

り
、
話
し
こ
と
ば
や
文
章
で
伝
え
合
う

喜
び
を
感
じ
て
ほ
し
い
。
こ
う
し
て
、 

  

 

こ
と
ば
の
力
を
磨
く
な
か
で
自
ら
を
見

つ
め
直
し
て
ほ
し
い
。
こ
れ
ら
は
、
国

語
科
の
授
業
を
通
し
て
で
き
る
こ
と
だ
。 

「
半
日
村
（
斎
藤
隆
介
作
）」
の
実
践
は

つ
た
な
い
も
の
だ
っ
た
。
子
供
た
ち
の

学
習
へ
の
勢
い
は
あ
り
、
話
し
合
い
は

活
発
だ
っ
た
。
学
級
園
を
耕
し
て
い
る

子
供
た
ち
が
、
半
日
村
を
そ
ら
ん
じ
て

い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
だ
が
、
実
際
に

は
授
業
の
課
題
は
盛
り
だ
く
さ
ん
だ
っ

た
。
そ
ん
な
な
か
で
も
、
確
か
な
こ
と

は
、
私
が
「
半
日
村
」
と
い
う
教
材
に

ほ
れ
込
ん
で
い
た
こ
と
、
子
供
た
ち
と

と
も
に
「
半
日
村
」
を
読
み
味
わ
い
た

い
と
思
っ
て
い
た
こ
と
だ
。 

子
供
た
ち
が
国
語
科
の
授
業
が
好

き
に
な
る
に
は
、
私
た
ち
が
教
材
を
好

き
に
な
り
、
そ
の
教
材
の
授
業
を
子
供

た
ち
と
と
も
に
楽
し
む
こ
と
も
必
要
だ

と
思
う
。 

 

手
紙
を
く
れ
た
彼
が
国
語
科
の
授
業

が
好
き
に
な
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。

「
半
日
村
」
の
授
業
が
彼
の
心
に
残
っ

た
こ
と
、
私
が
「
半
日
村
」
の
授
業
が

好
き
だ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。 
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・
七
月
二
十
八
日
（
水
） 

授
業
力
・
教
師
力
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー 

～
基
礎
編
～ 

 

 
 
 
 
 

（
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
） 

・
七
月
三
十
日
（
金
） 

授
業
力
・
教
師
力
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー 

～
応
用
編 

小
・
国
語
～ 

 
 
 
 
 

（
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
） 

・
八
月
三
日
（
火
） 

授
業
力
・
教
師
力
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

～
応
用
編 

中
・
国
語
～ 

 
  

 
 
 

（
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
） 

・
八
月
六
日
（
金
） 

三
教
研
夏
季
研
岡
崎
・
幸
田
大
会 

 
 
 
 

 
 
 
 

（
岡
崎
市
民
会
館
） 

・
八
月
三
十
一
日
（
火
） 

岡
崎
市
教
育
研
究
大
会 

 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
各
会
場
） 

・
九
月
七
日
（
火
） 

第
二
回
国
語
主
任
会
・
作
文
審
査
会 

 
 
 
 
 

（
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
） 

・
十
一
月
九
日
（
火
） 

第
二
回
書
写
主
任
会 

 
  

 
 
 

（
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
） 

・
一
月
十
五
日
（
土
）
、
十
六
日
（
日
） 

岡
崎
市
小
中
学
校
書
き
初
め
展 

(

岡
崎
市
美
術
館)

 

・
一
月
十
八
日
（
火
） 

第
三
回
国
語
・
書
写
主
任
会 

 
 
 
  

 
 
 
 

（
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
ｓ
） 

 ※
「
さ
わ
ら
び
の
会
」 

 
 

検
討
中 

※
「
形
成
の
会
」
岡
崎
・
幸
田
例
会 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

開
催
日
未
定 

   

本
年
度
も
国
語
部
は
、「
小
学
校 

文

学
・
説
明
文
」「
小
学
校 

表
現
・
書
写
」

「
中
学
校
」
で
、
研
究
を
進
め
ま
す
。 

 

今
年
度
の
研
究
主
題
は
「
言
葉
の
力

を
磨
き
、
高
ま
り
を
実
感
で
き
る
授
業
」

(

二
年
次)

で
す
。
研
究
主
題
に
沿
っ
た
、

よ
り
よ
い
授
業
を
目
指
し
、
実
践
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。 

●
重
点
的
に
取
り
組
む
視
点 

               

   

  

八
月
三
十
一
日
（
火
）
に
行
わ
れ
る
、

岡
崎
市
教
育
研
究
大
会
に
向
け
て
、
リ

ポ
ー
ト
の
作
成
を
お
願
い
し
ま
す
。 

リ
ポ
ー
ト
提
出
締
め
切
り
は
、
八
月

二
日
（
月
）
で
す
。
今
年
度
の
国
語
の

各
分
科
会
は
、分
散
会
場
と
な
り
ま
す
。 

・
１
Ａ 

シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー 

・
１
Ｂ 

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー 

・
１
Ｃ 

東
部
市
民
セ
ン
タ
ー 

八
月
五
日
（
木
）
十
二
時
か
ら
、
各

分
科
会
の
リ
ポ
ー
ト
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。
事
前
に
目
を
通
し
、
岡
崎

の
教
員
の
力
量
向
上
に
つ
な
が
る
研
究

大
会
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

    

国
語
・
書
写
の
授
業
力
向
上
を
目
指

す
会
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
を
み
な

が
ら
、
開
催
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

国
語
・
書
写
の
授
業
力
向
上
に
つ
な
げ

ら
れ
る
よ
う
に
研
修
内
容
を
考
え
、
実

施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

開
催
が
決
定
し
た
際
に
は
、
連
絡
い
た

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
国
語
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
研
修
資
料
を
掲
載
し
て
い
き

ま
す
。
こ
ち
ら
も 

ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

  

岡
崎
市
小
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
に
向
け
、
国
語
主
任
の
先
生
を
中
心

に
各
校
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。国
語
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、

「
生
活
作
文
の
書
き
方
」
や
「
指
導
補

助
プ
リ
ン
ト
」
等
の
資
料
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
書
く

こ
と
を
通
し
て
、
子
供
の
認
識
力
を
高

め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
作
文

指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

・
応
募
票
提
出
締
め
切
り 

 
 

九
月
三
日
（
金
） 

・
審
査
会 

 
 

 
 

九
月
七
日
（
火
） 

   

四
十
年
以
上
続
い
て
い
る
、
作
文
の

評
価
や
指
導
等
を
学
び
合
う
会
で
す
。

三
河
各
地
で
開
催
さ
れ
る「
例
会
」と
、

夏
に
開
催
さ
れ
る
「
夏
安
居
（
げ
あ
ん
ご
）
」

が
あ
り
ま
す
。
昨
年
度
は
、
開
催
が
見

送
ら
れ
ま
し
た
が
、今
年
度
は
「
例
会
」、

「
夏
安
居
」
と
も
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

一
月
に
は
、「
岡
崎
・
幸
田
例
会
」
も
開

催
予
定
で
す
。
開
催
が
決
定
し
ま
し
た

ら
、
連
絡
い
た
し
ま
す
の
で
、
作
文
を

見
る
目
や
指
導
力
を
鍛
え
る
た
め
に
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

国
語
部
行
事
予
定 

本
年
度
の
研
究
の
方
向 

①
「 

言
葉
の
力
」
を
付
け
、
鍛
え
、
磨
く
授
業 

子
供
が
「
言
葉
の
力
」
を
付
け
、
鍛
え
、

磨
く
た
め
に
重
視
し
た
い
の
は
、
学
び
の
主

体
性
で
あ
る
。
子
供
自
身
が
、
言
葉
に
対
す

る
見
方
・
考
え
方
を
は
た
ら
か
せ
た
り
、
自

ら
の
認
識
を
深
め
よ
う
と
し
た
り
す
る
こ

と
に
必
要
性
を
感
じ
、
自
ら
学
び
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。 

 

②
個
の
学
び
を
生
か
し
、
仲
間
と
と
も
に 

磨
き
合
う
授
業 

個
の
学
び
を
仲
間
と
磨
き
合
う
た
め
に

重
視
し
た
い
の
は
、
思
考
の
「
見
え
る
化
」

で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
の
ず
れ
や
違
い

を
明
確
に
し
た
り
、
焦
点
化
し
て
深
め
た
り

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。 

 

③
生
き
て
は
た
ら
く
学
力
を
育
て
る
授
業 

 
 

生
き
て
は
た
ら
く
学
力
を
育
て
る
た
め

に
大
切
に
し
た
い
の
は
、
授
業
や
単
元
の
終

末
段
階
に
お
け
る
振
り
返
り
の
場
の
充
実

で
あ
る
。
子
供
が
学
び
を
メ
タ
認
知
し
、
今

後
の
生
活
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
振
り
返
り
の
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
。 

国
語
教
育
自
主
研
究
サ
ー
ク
ル 

 
 

 
 

 

「
さ
わ
ら
び
の
会
」 

教
育
研
究
大
会
に
向
け
て 

作
文
指
導
の
あ
り
方
を
探
究
す
る 

 
 

 
 

「
形
成
の
会
」 

岡
崎
市
小
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル 

 
 

 
 

 
 

文
集
「
お
か
ざ
き
」 


